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災害想定と被害想定 

 

   内水氾濫                                            

内水氾濫とは、市街地に降った雨が側溝や下水道、排水路などで排水することができず、その場にた

まり浸水することなどによって発生する氾濫である。 

 

浸水想定区域図 

※総雨量 567mm、時間最大雨量 93mm の降雨（東海豪雨級の降雨）を想定 
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災害想定と被害想定 

   高潮浸水想定区域                                               

 高潮浸水想定区域とは、平成 27 年の水防法改正を受け、都道府県において想定し得る最大規模の

高潮による氾濫が発生した場合に浸水が想定される区域であり、都道府県知事は、この浸水想定さ

れる区域を「高潮浸水想定区域」として指定することが規定された。 

 

浸水想定区域図 

※中心気圧910hPa（室戸台風級）、最大旋衡※風速半径75 ㎞（伊勢湾台風級）、移動速度73 ㎞/h経路は

室戸台風を想定 

※最大旋衡（せんこう）風速半径：台風中心から風速が最大となる半径 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 

 

浸水の深さ 
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災害想定と被害想定 

 

Ⅱ－３ 台風・ゲリラ豪雨 

台風とは、熱帯や亜熱帯の海上で発生した低気圧（熱帯低気圧）のうち、中心付近の最大風速が

17.2m/s 以上になったものをいう。台風は、日本付近に停滞する前線の活動を活発化させ強い風とと

もに大雨を降らせる。 

 また、近年、限られた地域で短時間に降るゲリラ豪雨のため浸水被害が多発している。この集中

豪雨をもたらす積乱雲（入道雲）は短時間で急激に発達するため、台風などと異なり予測が非常に

困難である。 
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災害想定と被害想定 

警戒レベルによる避難情報の発信 

 

 水害について、市町村が出す避難情報と、国や都道府県が出す防災気象情報が５段階に整理され

ました。 

 これを受けて、大阪市では、今後次のとおり避難情報を発信します。 
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災害想定と被害想定 

 

【参考】浪速区における標高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


